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遺伝子改変 
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ウニをモデル動物として初期発生の分子メカニズムの解明を目指した研究を 
進めておられる山本卓博士を招いて特別講演を開催いたします。山本博士は、 
脳機能障害の要因ともなるアリルスルファターゼ遺伝子の胚発生における 
転写調節機構研究を基盤に、発生・分化におけるクロマチン構造や遺伝子発現 
制御や特異的遺伝子発現を担う遺伝子ネットワークの研究を進めておられます。 
また、本講演では、新しい遺伝子改変技術を利用した新たな研究についても 
お話しいただく予定です。多数のご来聴をお待ちしております。 
なお、本セミナーは医科学教育部修士課程「発生・分化・再生医学特論」として 
行う特別講義で、大学院特別講義を兼ねます。 
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